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研究内容及び成果の概要 

学習指導におけるＰＤＣＡサイクルを回す過程の中で，Ｃ（評価）をする際，全国学力・学習状況調査の結果は，

学習指導要領を踏まえつつ，児童の姿に照らして育成する資質・能力の獲得の状況を把握する上で貴重なデータで

ある。結果として学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることが期待できる。し

かし，国立教育政策研究所の調査報告書では毎回同じ内容の課題が挙げられ，教科単独の授業改善は限界があるこ

とも考えられる。各教科等における資質・能力の育成や現代的諸課題に対応した教育活動を展開するには，特定の

教科等だけではなく，全ての教科等のつながりを考えていなくてはならない。 

そこで，本研究は，「カリキュラム・マネジメント」のねらいを踏まえ，①全国学力・学習状況調査結果から明

らかとなった課題克服のために，理科と算数における教科横断的な指導を検討する，②検討した教科横断的指導の

在り方を基に授業モデルとして開発する，③開発した授業モデルを複数の方法を通して関係する研究団体や研究

者，学校現場に普及することを目的とした。 

 本研究では，全国学力・学習状況調査結果から明らかとなった課題のうち，グラフの特徴や傾向を読み取り，判

断した理由の根拠として説明することに焦点を当てた。この課題の改善のために，第５学年において理科「物のと

け方」と算数「データの活用」とを関連付けた補充的指導を計画し，実施した。学習指導案は，プロジェクト代表

者及び担当者で検討した。実際の授業は，北海道教育大学附属旭川小学校２学級，旭川市立大町小学校１学級，旭

川市立神楽岡小学校１学級，旭川市立大有小学校１学級，旭川市立千代田小学校２学級で，延べ２１７名の児童を

対象に実施した。 



各学級の指導は同一の指導案を基に行ったものの，学級の実態や指導の意図によって指導者によって若干の差異

が見られた。 

授業実施前後の事前児童調査と事後児童調査の結果を比較検討した結果，グラフの特徴や傾向を読み取り，判断

した理由の根拠として説明することに改善の状況が見られた。また，授業との関連を分析した結果，それぞれの授

業による改善の状況と教師の発問や指導過程の時間配分など実際の授業展開には関連が見られた。 

教科間を関連付けた指導の授業として，算数と理科の見方・考え方をどの段階でどれくらい働かせることによっ

て効果的な指導が実現するのか１つにモデルとして明らかにしたことで，他の課題の改善に向けた算数と理科を関

連付けた指導の応用にも可能性があると考えられる。 

成果の公表の状況 

【著書】 

  なし 

【学術論文】 

 なし 

教育現場で活用可能な分野・教材等 
小学校第５学年における算数や理科の教育課程において，教科横断的な指導として位置付けることが可能で

ある。また，全国学力・学習状況調査の結果から明らかになった全国的な課題に対する補充的な指導として

の活用が期待できる。 
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